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平成２７年度第１１回 三重県伊勢志摩サミット推進本部会議 概要 
 
１ 開催日時：平成２８年３月１６日（水）１０：１５～１０：３５ 
２ 開催場所：プレゼンテーションルーム 
３ 議事概要：以下のとおり 
      （●議題提出部局説明・回答、☆意見・質問） 
 
事項１ 各委員会、各部局からの報告 

※事項２（８）に関して、県警察本部が補足 
 
事項２ 伊勢志摩サミット推進局からの報告 
（１）ジュニア・サミットについて【資料１】 
●佐々木副参事【サミット総務課】（資料１により説明） 

（質疑なし） 
●西城局長 
 ジュニア・サミットのほぼ全体の概要が固まっている段階である。関係機関にはご協
力をお願いしたい。 
 
（２）開催５０日前ウィークイベントについて【資料２】 
●佐々木副参事【サミット総務課】（資料２により説明） 
☆石垣副知事 

５０日前ウィークイベントは各部局と連携しているのか。 
●西城局長 

関係部局、地域機関と連携している。 
 
（３）第３回伊勢志摩サミットフォーラムの開催について【資料３】 
●佐々木副参事【サミット総務課】（資料３により説明） 

（質疑なし） 
 
（４）三重県情報館（仮称）について【資料４】 
●佐々木副参事【サミット総務課】（資料３により説明） 
（質疑なし） 
 
●西城局長 

サミット終了後の県民への開放について外務省と協議しているので、内容が固まれ
ば情報共有いたしたい。 
 
（５）海外プレスツアーの取材に基づく報道状況と参加者からの意見、今後の予定等
について【資料５】 
●佐々木副参事【サミット総務課】（資料５により説明） 
 （質疑なし） 
●西城局長 
 報道実績や参加者の意見を今後主催するプレスツアーに生かしていきたい。 
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☆鈴木知事 
参加者からＳＮＳやＨＰについての意見があるが、ＳＮＳやＨＰは今後改良されていく

と認識している。戦略企画部はサミット推進局とよく連携して、戦略広報アドバイザー
も活用し、質の高い情報発信をして欲しい。一部のＳＮＳは担当者のつれづれ日記の
ようなものや写真が稚拙なものがある。 

推進局は記事だけでなく、行程の情報も関係部局に提供しないと、どのように分析
したらよいのかわからない。 
 
●西城局長 

行程は事前に公表している。今後に生かしていくことに努めたい。 
 
☆鈴木知事 
 観光局、関係部局は海外目線からの発信方法を考えて欲しい。それぞれのチャネ
ルで事業者にも情報提供して欲しい。 
 
（６）弁当供給体制の整備について【資料６】 
●佐々木副参事【サミット総務課】（資料６により説明） 

（質疑なし） 
 
●西城局長 

大規模需要への対応については、今月中にも弁当試食会ができるよう調整中であ
る。供給開始後も衛生の観点からの監視指導に関連する部局からのご協力をよろし
くお願いしたい。 
 
（７）伊勢志摩サミット・関係閣僚会合開催自治体代表者での総理大臣官邸訪問に
ついて【資料７】 
●佐々木副参事【サミット総務課】（資料７により説明） 

（質疑なし） 
 
（８）伊勢志摩サミットにおける交通総量抑制対策について【資料８】 
●西城局長 

３月７日の伊勢志摩サミット推進本部「幹事会」において、交通規制に伴う一般交
通に対する影響を最小限にとどめるために県警察本部から交通総量抑制対策への
協力依頼があった。 

その協力依頼の内容は、２月２９日の「テロ対策三重パートナーシップ推進会議」
の「伊勢志摩サミット交通対策推進ワーキンググループ」において、各機関から交通
総量抑制対策に関する取組について報告があり、その中で交通総量抑制対策は全
県的に取り組むべきことであるので、「県民会議」に提案してはどうかとの意見もあり、
県警察本部も交通総量抑制対策に取り組んでいくので、皆様にも協力をいただきた
いとのことである。 
  
☆森元県警察本部長 
 各国首脳の安全で円滑な通行を確保するために交通規制を実施せざるを得ない
が、一般交通への影響を最小限にしたい。県民のご協力をいただき、車の利用を控
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えること、事業用車両の運行調整等をお願いしたいと考えている。この取組について
は、県民一人一人がサミットに参加したおもてなしの一環でもあり、県民会議の主旨
にも合致するので、ご協力いただきたい。 
 
●西城局長 

協力依頼に対しては、二酸化炭素排出量の削減、観光客への影響を最小限にす
ること、おもてなし等の観点から、交通総量抑制対策は大変重要な取組であると捉え
て協力していくことが必要であると認識しているので、３月２９日に開催予定の「県民
会議 第３回総会」で取り上げることを考えている。 

県各部局におかれては、ご所管の事業者等の関係者様に対して、交通総量抑制
対策への取組について、ご理解・ご協力いただけるよう周知や働きかけを行っていた
だきたいと思う。また、三重県として、規制日当日の会議等の開催の自粛、出張時の
公用車の乗り合わせ利用や公共交通機関の利用等、なるべく車両の利用を控える
べきではないかとも考えているので、ご協力のほどよろしくお願いしたい。 
 
☆鈴木知事 
 情報提供の仕方は進化していって欲しい。仮に急きょ、規制が必要となった時に、
周知をせずに混乱を招くことがないように、情報提供についてはよく議論し、ていねい
に対応すること。 
 
●西城局長 
 規制に関する情報については、住民懇話会の中でも警察から様々なツールを活用
するという説明をしていただいているので、しっかりと連携して県民会議としての情報
提供を心がけたい。 
 
（９）協賛、応援、寄附の申込状況等について【資料９】 
●佐脇課長【サミット総務課】（資料９により説明） 

（質疑なし） 
 
（１０）その他 
・伊勢志摩サミット開催に向けた全体のスケジュール【資料１０】 
●佐脇課長【サミット総務課】（資料９により説明） 
（質疑なし） 
 
・現地事務所の設置について【資料１１】 
●佐脇課長【サミット総務課】（資料９により説明） 
（質疑なし） 
 
●西城局長 
 当初から想定していたことではあるが、外務省への応援も含め、業務量の増もあり、
開催直前の体制強化として職員の増員を総務部に依頼しているところである。各部
局におかれてはご多忙な中であるがご協力をお願いしたい。 

                                           （以上） 


